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教
育
委
員
特
別
講
義 

六
月
十
九
日
（
水
）
、
企
業
の
技

術
力
や
創
出
さ
れ
る
商
品
開
発
の
現

状
等
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
学
問
・

研
究
へ
の
興
味
・
関
心
を
喚
起
し
、

大
学
進
学
へ
の
意
欲
向
上
を
図
る
と

と
も
に
職
業
観
を
養
う
目
的
で
、
兵

庫
県
の
教
育
委
員
で
あ
る
牧
村
実
氏

に
よ
る
特
別
講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
「
未
来
に
向
け
て
挑
戦

す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
で
、
モ
ー
タ

ー
サ
イ
ク
ル
・
高
速
鉄
道
開
発
・
水

素
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
研
究
開
発
に

取
り
組
ま
れ
た
ご
経
験
を
も
と
に
、

高
い
ゴ
ー
ル
目
標
に
向
か
っ
て
「
チ

ー
ム
で
響
き
合
う
」
姿
勢
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

美
術
科
大
学
進
学
説
明
会 

六
月
二
十
日
（
木
）
、
美
術
系
予

備
校
の
講
師
四
名
を
招
い
て
美
術
科

の
二
・
三
年
生
を
対
象
と
し
た
美
術

系
大
学
の
進
学
説
明
会
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 
 
 

二
年
生
に
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
展
開

等
、
美
術
の
世
界

の
現
状
と
、
美
術

系
大
学
の
入
試
の

し
く
み
や
専
攻
内

容
の
説
明
を
行
っ

た
ほ
か
、
進
学
相

談
の
時
間
も
設
け

ま
し
た
。 

三
年
生
に
は
、
油
絵
・
日
本
画
・

彫
刻
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
の
各
専
攻

に
分
か
れ
、
専
攻
別
に
大
学
に
お
け

る
学
び
の
特
色
等

に
関
す
る
説
明
と

実
技
指
導
や
作
品

講
評
等
を
行
い
、

新
た
な
視
点
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

保
護
者
会 

七
月
二
日
（
火
）
に
は
一
年
生
、

四
日
（
木
）
に
は
二
年
生
の
保
護
者

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

い
ず
れ
も
最
初
に
進
路
指
導
部

よ
り
、
卒
業
生
の
進
路
状
況
、
現
二

年
生
が
受
験
す
る
大
学
入
試
か
ら

大
き
く
変
更
さ
れ
る
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
で
の
国
語
・
数
学
の
記
述

問
題
と
英
語
検
定
の
導
入
、
合
否
判

定
に
お
け
る
主
体
性
・
協
働
性
の
評

価
、
そ
れ
に
係
る
活
動
記
録
の
蓄
積

（
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）
、
及
び
そ

れ
ら
へ
の
本
校
の
対
応
・
取
組
等
を

説
明
し
ま
し
た
。 

一
年
生
に
つ
い
て
は
、
進
路
選
択

（
文
理
選
択
）
の
概
要
と
今
後
の
手

続
き
、
生
徒
の
現
状
等
に
つ
い
て
、

二
年
生
に
つ
い

て
は
、
三
年
次
の

類
型
と
科
目
選

択
、
生
徒
の
現

状
、
修
学
旅
行
・

研
修
旅
行
等
に

つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。 

多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
特
に
新
大
学
入
試
の

あ
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

国
際
交
流
活
動 

七
月
八
日
（
月
）
、
兵
庫
県
国
際

交
流
協
会
と
の
連
携
の
も
と
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
高
校

生
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
＆
ス
キ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
者
の
デ
ラ
・
ベ
ロ

イ
さ
ん
が
来
校
し
、
国
際
交
流
を
図

り
ま
し
た
。 

当
日
は
、
三
年

生
の
「
選
択
音
楽
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
」

の
授
業
に
参
加
し

ま
し
た
。「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英

語
Ⅱ
」
の
授
業
で

は
デ
ラ
さ
ん
が
日

本
語
に
よ
る
ス
ピ

ー
チ
と
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
っ
た

自
己
紹
介
、
日
本
文
化
に
関
す
る
質

疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
放
課
後
は

清
掃
体
験
の
後
、
邦
楽
部
や
百
人
一

首
か
る
た
部
の
生
徒
と
と
も
に
部

活
動
体
験
を
し
ま
し
た
。 

デ
ラ
さ
ん
の
流
暢
な
日
本
語
に

生
徒
達
は
皆
驚
く
一
方
で
、
自
ら
英

語
で
話
し
か
け
る
な
ど
、
主
体
的
な

明
高
生
の
姿
勢
が
垣
間
見
ら
れ
ま

し
た
。 

明石高校ホームページ 

 
[ 明石高校 ]で検索 

http://www.hyogo-c.ed.jp/~akashi-hs/ 

小
高
連
携
授
業 

 

七

月

五

日

（
金
）、
本
校
美

術
科
の
二
年
生

が
市
立
人
丸
小

学
校
六
年
児
童

を
対
象
に
し
て

同
校
で
「
美
術

教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。 

小
学
生
と
高
校
生
が
造
形
活

動
を
通
じ
て
ふ
れ
あ
い
、
相
互
に

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
こ
と
で

表
現
す
る
こ
と
へ
の
興
味
関
心

を
喚
起
す
る
目
的
で
、
本
校
生
が

水
彩
画
制
作
を
指
導
し
ま
し
た
。

本
校
生
は
「
先
生
」
と
な
っ
て
日

頃
の
美
術
学
習

を
通
し
て
培
っ

た
知
識
や
技
能

を
小
学
生
に
身

振
り
手
振
り
で

一
生
懸
命
伝
え

て
い
ま
し
た
。 

活動の内容は兵庫県立明石高等学校ホームページでご覧になれます 

明石市荷山町 1744 

TEL(078)911-4376 

明
高
だ
よ
り 


